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  令和３年９月１７日（金曜日）  午前１０時 開議 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

議事日程第３号 

    令和３年９月１７日（金曜日）午前１０時 開議 

 

      （総務文教常任委員長報告） 

日程第 １ 議第５５号 上山市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の制定につい 

            て 

日程第 ２ 議第５８号 上山市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について 

 

      （産業厚生常任委員長報告） 

日程第 ３ 議第５６号 上山市医療給付条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ４ 議第５７号 上山市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ５ 請願第３号 米の需給調整に関する件 

日程第 ６ 請願第４号 新型コロナ禍による米の需給改善と米価下落の対策を求める件 

日程第 ７ 請願第５号 沖縄戦戦没者の遺骨等が含まれた土砂を埋め立てに使用しないよう国に 

            求める意見書に関する件 

日程第 ８ 請願第２号 新型コロナ禍による米の需給改善と米価下落の対策を求める件 

 

      （予算特別委員長報告） 

日程第 ９ 議第５２号 令和３年度上山市一般会計補正予算（第７号） 

日程第１０ 議第５３号 令和３年度上山市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第１１ 議第５４号 令和３年度上山市産業団地整備事業特別会計補正予算（第１号） 

 

      （決算特別委員長報告） 

日程第１２ 議第４３号 令和２年度上山市一般会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１３ 議第４４号 令和２年度上山市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１４ 議第４５号 令和２年度上山市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

            て 

日程第１５ 議第４６号 令和２年度上山市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１６ 議第４７号 令和２年度上山市浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

日程第１７ 議第４８号 令和２年度上山市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 
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日程第１８ 議第４９号 令和２年度上山市産業団地整備事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

            て 

日程第１９ 議第５０号 令和２年度上山市水道事業会計決算の認定について 

日程第２０ 議第５１号 令和２年度上山市下水道事業会計決算の認定について 

 

      （追加議案） 

日程第２１ 議会案第５号 米の需給改善及び流通対策の強化・拡充を求める意見書の提出につい 

             て 

日程第２２ 議会案第６号 新型コロナ禍による米の需給改善と米価下落の対策を求める意見書の 

             提出について 

日程第２３ 議会案第７号 沖縄戦戦没者の遺骨等が含まれた土砂を埋め立てに使用しないよう求 

             める意見書の提出について 

日程第２４ 議会案第８号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意 

             見書の提出について 

    （閉  会） 

 

                                             

本日の会議に付した事件 

 議事日程第３号に同じ 
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出 欠 席 議 員 氏 名 

出席議員（１５人） 

  １番   長  澤  長右衛門  議員    ２番   石  山  正  明  議員 

  ３番   佐  藤  光  義  議員    ４番   守  岡     等  議員 

  ５番   髙  橋  要  市  議員    ６番   棚  井  裕  一  議員 

  ７番   谷  江  正  照  議員    ８番   尾  形  み ち 子  議員 

  ９番   川  口     豊  議員   １０番   中  川  と み 子  議員 

 １１番   神  保  光  一  議員   １２番   枝  松  直  樹  議員 

 １３番   川  崎  朋  巳  議員   １４番   髙  橋  義  明  議員 

 １５番   大  沢  芳  朋  議員 

 

欠席議員（０人） 
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説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  山  本  幸  靖 副 市 長 

尾  形  俊  幸 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

鈴  木  英  夫 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 

佐  藤     毅 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福 祉 課 長  齋  藤  智  子 子ども子育て課長 

木  村  昌  光 商 工 課 長  安  田  紀  之 
観光・ブランド 
推 進 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 須  貝  信  亮 建 設 課 長 

横  戸  利  平 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

黒  田  彰  久 消 防 長  古  山  茂  満 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

土  屋  光  博 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  塚  原  洋  樹 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

大  澤  泰  雄 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  高  橋  秀  典 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

板  垣  郁  子 
選挙管理委員会 
委 員 長  花  谷  和  男 

農 業 委 員 会 
会 長 

大  和     啓 監 査 委 員  舟  越  信  弘 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

金  沢  直  之 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

渡  邉  高  範 主 査  齋  藤  理  恵 主 任 
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開  議 

 

○長澤長右衛門議長 出席議員は定足数に達し

ておりますので、これより直ちに会議を開きま

す。 

 本日の会議は、お手元に配付しております議
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事日程第３号によって進めます。 

 初めに、本日の議事運営について議会運営委

員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長髙橋義明議員。 

〔髙橋義明議会運営委員長 登壇〕 

○髙橋義明議会運営委員長 おはようございま

す。 

 去る９月１５日、議会運営委員会を開き、本

日の議事日程第３号について協議いたしました。

その結果について御報告を申し上げます。 

 初めに、付託事件の審査結果の報告でありま

すが、総務文教及び産業厚生常任委員長、続い

て予算特別委員長及び決算特別委員長の順に報

告を願い、それぞれ議決することにいたしまし

た。 

 最後に、追加議案でありますが、議会案４件

について、それぞれ提案理由の説明の後、委員

会付託を省略して議決することにいたし、その

後、今期定例会を閉会することにいたしました。 

 議事日程の詳細は、お手元に配付のとおりで

あります。 

 議員各位の御協力をよろしくお願い申し上げ、

以上で報告を終わります。 

○長澤長右衛門議長 お諮りいたします。 

 本日の議事運営は、ただいまの議会運営委員

長報告のとおり進めることに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議会運営委員長報告のとおり進める

ことに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第１ 議第５５号 上山市固定 

      資産評価審査委員会条例 

      の一部を改正する条例の 

      制定について外１件 

      （総務文教常任委員長報告） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第１、議第５５号及

び日程第２、議第５８号の計２件を一括議題と

いたします。 

 総務文教常任委員長の報告を求めます。 

 総務文教常任委員長棚井裕一議員。 

〔棚井裕一総務文教常任委員長 登壇〕 

○棚井裕一総務文教常任委員長 今期定例会に

おいて総務文教常任委員会に付託されました議

案２件について、審査いたしました経過並びに

結果について御報告を申し上げます。 

 最初に、議第５５号上山市固定資産評価審査

委員会条例の一部を改正する条例の制定につい

て申し上げます。 

 本件は、押印を求める手続の見直しに伴い、

必要な改正を行うため提案されたものでありま

す。 

 その内容は、審査申出書への審査申出人によ

る押印義務に関する条項を削除するほか、口頭

審理に係る口述書への署名押印に関する文言を

削除するもので、公布の日から施行するとの説

明を了承し、本件は原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 最後に、議第５８号上山市立学校設置条例の

一部を改正する条例の制定について申し上げま

す。 

 本件は、上山市立西郷第一小学校を廃止する

ため提案されたものであります。 

 その内容は、西郷第一小学校を南小学校に統

合するため廃止するもので、令和４年４月１日

から施行するとの説明を了承し、本件は原案の

とおり可決すべきものと決しました。 
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 以上で報告を終わります。 

○長澤長右衛門議長 これより質疑に入ります。 

 質疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 総務文教常任委員長報告の議案２件は原案可

決でありますが、総務文教常任委員長報告のと

おり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、総務文教常任委員長報告のとおり決

しました。 
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 日程第３ 議第５６号 上山市医療 

      給付条例の一部を改正す 

      る条例の制定について外 

      ５件 

      （産業厚生常任委員長報告） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第３、議第５６号か

ら日程第８、請願第２号までの計６件を一括議

題といたします。 

 産業厚生常任委員長の報告を求めます。 

 産業厚生常任委員長佐藤光義議員。 

〔佐藤光義産業厚生常任委員長 登壇〕 

○佐藤光義産業厚生常任委員長 今期定例会に

おいて、産業厚生常任委員会に付託されました

議案２件及び請願３件、継続審査としておりま

す請願１件について、審査いたしました経過並

びに結果について御報告を申し上げます。 

 最初に、議第５６号上山市医療給付条例の一

部を改正する条例の制定について申し上げます。 

 本件は、山形県医療給付事業補助金交付規程

の一部改正に伴い、必要な改正を行うため提案

されたものであります。 

 その内容は、重度心身障がい児・者医療及び

ひとり親家庭等医療給付制度の対象要件におい

て、未婚のひとり親については、税法上の寡婦

（寡夫）控除の対象ではなく地方税法及び所得

税法に規定する寡婦または寡夫とみなして控除

し、所得税額等を算定していたものを、地方税

法及び所得税法において、寡婦または寡夫とみ

なすことが規定されたことに伴い、給付の対象

者を規定している別表１中、対象者の判定の基

礎となる市町村民税所得割額または所得税額の

算定における当該控除規定を削除するほか、必

要な文言の整理を行うもので、公布の日から施

行し、令和３年７月１日以後に行われた療養に

係る経費について適用するとの説明を了承し、

本件は原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 次に、議第５７号上山市営住宅条例の一部を

改正する条例の制定について申し上げます。 

 本件は、罹災した金生住宅の一部を廃止する

ため提案されたものであります。 

 その内容は、別表に定める市営住宅のうち、

昭和４５年度及び昭和４６年度に４戸ずつ設置

された金生住宅６号棟を令和３年４月１６日に

発生した火災のため廃止することに伴い、戸数

について２０戸を１６戸に変更するもので、公

布の日から施行するとの説明を了承し、本件は

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、請願第３号米の需給調整に関する件に

ついて御報告申し上げます。 
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 本請願は、コロナ禍による米の需要減等によ

り主食用米の民間在庫が増加し、このままでは

令和３年産米の需給緩和と米価下落、加えて４

年産作付転換にも上乗せされ、稲作を根幹とす

る本県農業への甚大な影響が懸念されることか

ら、コロナ禍による予期せぬ米の需要減に対応

するべく、米の需給改善や流通対策の強化・拡

充を求める意見書を国に提出願いたいとして、

山形市旅篭町一丁目１２番３５号、山形農業協

同組合代表理事組合長外１名から提出されたも

のであります。 

 委員会では、慎重に審査を行ったところ、本

市は農業が基幹産業であり、３年産米の本県の

作況指数はやや良となり、今後、出回る量が多

くなることが予想され、また、今年４月の凍霜

害被害やコロナ禍による影響は来年も続くこと

が考えられることから、単なる需給調整だけで

はなく、根本的な対策が必要であるとの意見が

出され、請願第３号は願意妥当と認め、採択す

べきものと決しました。 

 次に、請願第４号新型コロナ禍による米の需

給改善と米価下落の対策を求める件について御

報告申し上げます。 

 本請願は、コロナ禍の需要減少により２０１

９年産米の過剰在庫が生まれ、２０２０年産米

の市場価格は大暴落し、さらなる感染拡大によ

る消費減少も続き、２０２１年産米の昨年以上

の米価下落が危惧されており、このままでは多

くの米農家が米づくりから撤退することにつな

がりかねないことから、過剰在庫分を政府が緊

急に買い入れるなどの新型コロナ禍による米の

需給改善と米価下落の対策を求める意見書を政

府及び関係機関に提出願いたいとして、山形市

大字門伝字裏城１番地、山形地方農民連会長か

ら提出されたものであります。 

 委員会では、慎重に審査を行ったところ、米

農家、地域経済を守るためには、コロナ禍の需

要減少による過剰在庫分を政府が緊急に買い入

れるなどの米の需給改善と米価下落に歯止めを

かける対策が必要であることから、請願第４号

は願意妥当と認め、採択すべきものと決しまし

た。 

 次に、請願第５号沖縄戦戦没者の遺骨等が含

まれた土砂を埋め立てに使用しないよう国に求

める意見書に関する件について御報告申し上げ

ます。 

 本請願は、一般住民も含め２０万人以上の尊

い命が失われた沖縄戦の激戦地であった糸満市

摩文仁を中心に広がる南部地域は、沖縄戦跡国

定公園に指定され、今でも戦没者の遺骨収集が

行われており、戦争の犠牲となった人々の遺骨

の眠る土砂を埋立てに使うことは人道上許され

ることではなく、本来であれば戦没者の遺骨は

遺族の元に還されるべきであることから、戦没

者の遺骨の尊厳を守るため、沖縄戦戦没者の遺

骨等が含まれた土砂を埋め立てに使用しないよ

う求める意見書を国及び政府並びに関係機関に

提出願いたいとして、鶴岡市水沢字行司免４３

－１３、戦没者遺骨の尊厳を考える宗教者の会

代表から提出されたものであります。 

 委員会では、慎重に審査を行ったところ、沖

縄南部で犠牲となった将兵等の中には山形県出

身の人々もおり、沖縄戦戦没者の遺骨の尊厳を

守る観点から、遺骨等が含まれた土砂を埋立て

に使うべきではないことから、請願第５号は願

意妥当と認め、採択すべきものと決しました。 

 最後に、継続審査としております請願第２号

新型コロナ禍による米の需給改善と米価下落の

対策を求める件について御報告申し上げます。 

 本請願は、提出者から諸種の事情により撤回
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したいとの申出があり、委員会ではこれを承認

すべきものと決しました。 

 以上で報告を終わります。 

○長澤長右衛門議長 これより質疑に入ります。 

 質疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 産業厚生常任委員長報告の議案２件は原案可

決、請願３件は採択、継続審査としております

請願１件は撤回の承認でありますが、産業厚生

常任委員長報告のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、産業厚生常任委員長報告のとおり決

しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第９ 議第５２号 令和３年度 

      上山市一般会計補正予算 

      （第７号）外２件 

      （予算特別委員長報告） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第９、議第５２号か

ら日程第１１、議第５４号までの計３件を一括

議題といたします。 

 予算特別委員長の報告を求めます。 

 予算特別委員長中川とみ子議員。 

〔中川とみ子予算特別委員長 登壇〕 

○中川とみ子予算特別委員長 今期定例会にお

いて、予算特別委員会に付託されました予算関

係議案３件について、審査いたしましたその結

果について御報告申し上げます。 

 なお、全議員で構成する予算特別委員会であ

りますので、ここで再び審査の状況、経過等に

ついて詳細に述べることを省略させていただき、

後日、委員会記録により御承知いただきたいと

存じます。 

 最初に、議第５２号令和３年度上山市一般会

計補正予算（第７号）につきましては、凍霜害

の被害を受けた農業者を支援する経費や市債の

繰上償還など、早急に予算措置を必要とするも

のについて補正したもので、歳入歳出それぞれ

１０億２，８００万円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ１６０億９００万円とするも

のであり、採決の結果、原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 次に、議第５３号令和３年度上山市介護保険

特別会計補正予算（第１号）につきましては、

歳入歳出それぞれ６，８００万円を追加し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ４３億１，２００

万円とする補正であり、採決の結果、原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

 次に、議第５４号令和３年度上山市産業団地

整備事業特別会計補正予算（第１号）につきま

しては、歳入歳出それぞれ２億８，４４０万円

を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６億

２，１４０万円とする補正であり、採決の結果、

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で報告を終わります。 

○長澤長右衛門議長 これより質疑に入ります。 

 質疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 
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 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 予算特別委員長報告の議案３件は原案可決で

ありますが、予算特別委員長報告のとおり決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、予算特別委員長報告のとおり決しま

した。 
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 日程第１２ 議第４３号 令和２年 

       度上山市一般会計歳入 

       歳出決算の認定につい 

       て外８件 

       （決算特別委員長報告） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第１２、議第４３号

から日程第２０、議第５１号までの計９件を一

括議題といたします。 

 初めに、監査委員より発言の申出があります

ので、これを許します。 

 大和啓監査委員。 

〔大和 啓監査委員 登壇〕 

○大和 啓監査委員 さきに皆様にお配りいた

しました令和２年度上山市決算審査意見書の一

部に誤りがあり、訂正させていただきます。 

 訂正箇所は、決算審査意見書の５０ページ、

供給単価・給水原価等推移の説明の文中、「供

給単価が給水原価を１円５７銭上回り」とすべ

きところ、「給水原価が供給単価を１円５７銭

上回り」と誤って記載したものであります。 

 このたびは誠に申し訳ございませんでした。

今後とも適正な監査執行に努めてまいります。

よろしくお願いいたします。 

○長澤長右衛門議長 次に、決算特別委員長の

報告を求めます。 

 決算特別委員長大沢芳朋議員。 

〔大沢芳朋決算特別委員長 登壇〕 

○大沢芳朋決算特別委員長 今期定例会におい

て、決算特別委員会に付託されました決算認定

議案９件について、９月１０日及び１３日の２

日間にわたり慎重に審査いたしました。その結

果について御報告を申し上げます。 

 なお、全議員で構成する決算特別委員会であ

りますので、ここで再び審査の状況、経過等に

ついて詳細に述べることを省略させていただき、

後日、委員会記録により御承知いただきたいと

存じます。 

 初めに、議第４３号令和２年度上山市一般会

計歳入歳出決算の認定について申し上げます。 

 令和２年度は市民主体のまちづくりの指針と

なる第７次上山市振興計画後期計画に基づき、

将来都市像である「また来たくなるまち ずっ

と居たいまち ～クアオルト かみのやま～」

の実現に向け、様々な施策が実施されたところ、

その収入済額は１９７億７，４１９万１，８９

２円、支出済額は１８７億６，０００万５，６

６０円となったものであります。 

 委員会では、慎重に審査いたしました結果、

本件は原案のとおり認定すべきものと決しまし

た。 

 次に、議第４４号令和２年度上山市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定について申し

上げます。 

 収入済額は３５億３，７９６万６，４３２円、

支出済額は３４億２，８７２万７，５８６円で

あり、慎重に審査いたしました結果、本件は原
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案のとおり認定すべきものと決しました。 

 次に、議第４５号令和２年度上山市農業集落

排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について

申し上げます。 

 収入済額は１億７，３２７万２，４２３円、

支出済額は１億６，９９０万４，６５６円であ

り、慎重に審査いたしました結果、本件は原案

のとおり認定すべきものと決しました。 

 次に、議第４６号令和２年度上山市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定について申し上げ

ます。 

 収入済額は４０億２，１９０万７，１４８円、

支出済額は３８億９，２０５万４，８１７円で

あり、慎重に審査いたしました結果、本件は原

案のとおり認定すべきものと決しました。 

 次に、議第４７号令和２年度上山市浄化槽事

業特別会計歳入歳出決算の認定について申し上

げます。 

 収入済額は１，８０１万３，８６２円、支出

済額は１，７１６万２，７８１円であり、慎重

に審査いたしました結果、本件は原案のとおり

認定すべきものと決しました。 

 次に、議第４８号令和２年度上山市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定について申

し上げます。 

 収入済額は４億３，４３８万３，０２４円、

支出済額は４億３，３４５万７，８２８円であ

り、慎重に審査いたしました結果、本件は原案

のとおり認定すべきものと決しました。 

 次に、議第４９号令和２年度上山市産業団地

整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について

申し上げます。 

 収入済額は１億７，２９０万１，８６１円、

支出済額は１億７，２８６万８６１円であり、

慎重に審査いたしました結果、本件は原案のと

おり認定すべきものと決しました。 

 次に、議第５０号令和２年度上山市水道事業

会計決算の認定について申し上げます。 

 収益的収入は８億８３０万９，４２２円、収

益的支出は７億６，２２６万７１４円で、資本

的収入は１億５，６３９万８，５００円、資本

的支出は３億６，６５６万３，０１９円であり

ますが、資本的収入額が資本的支出額に対し不

足する額２億１，０１６万４，５１９円は、過

年度分損益勘定留保資金１億８，１０５万９９

０円、当年度分損益勘定留保資金２，９１１万

３，５２９円で補塡したとの説明であります。 

 委員会では、慎重に審査いたしました結果、

本件は原案のとおり認定すべきものと決しまし

た。 

 最後に、議第５１号令和２年度上山市下水道

事業会計決算の認定について申し上げます。 

 収益的収入は１０億５，４９５万１，８５５

円、収益的支出は９億６，６４１万１，２８９

円で、資本的収入は９億７，２７７万７，１３

９円、資本的支出は１３億１，８２６万６０７

円でありますが、資本的収入額が資本的支出額

に対し不足する額３億４，５４８万３，４６８

円は、当年度分損益勘定留保資金で全額補塡し

たとの説明であります。 

 委員会では、慎重に審査いたしました結果、

本件は原案のとおり認定すべきものと決しまし

た。 

 以上で報告を終わります。 

○長澤長右衛門議長 これより質疑に入ります。 

 質疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 
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 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 決算特別委員長報告の議案９件は認定であり

ますが、決算特別委員長報告のとおり決するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、決算特別委員長報告のとおり決しま

した。 
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 日程第２１ 議会案第５号 米の需 

       給改善及び流通対策の 

       強化・拡充を求める意 

       見書の提出について 

       （追加議案） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第２１、議会案第５

号米の需給改善及び流通対策の強化・拡充を求

める意見書の提出についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。産業厚生常任委

員長佐藤光義議員。 

〔佐藤光義産業厚生常任委員長 登壇〕 

○佐藤光義産業厚生常任委員長 議会案第５号

米の需給改善及び流通対策の強化・拡充を求め

る意見書の提出について、提案理由の説明を申

し上げます。 

 コロナ禍による予期せぬ米の需要減等により

主食用米の民間在庫は業務用米を中心に増加し、

令和３年６月末で適正水準を大幅に超過し、ま

た、農林水産省の食糧部会においては、３年産

米の生産量見通しをほぼ達成したと見解を示し

ましたが、これはコロナ禍による予期せぬ需要

減まで見込まれたものではありません。 

 このままでは、３年産米の需給緩和と米価下

落、加えて、４年産作付転換にも上乗せされ、

稲作を根幹とする本県農業への甚大な影響が懸

念されています。 

 農業が基幹産業である本市においては、３年

産米は豊作基調で生産量が上がってくると見込

まれており、後継者不足などの農業従事者の減

少の問題に加え、気候変動や今年４月の凍霜害

被害、コロナ禍の影響が大きく、来年以降も影

響を及ぼすことが予想されます。 

 この現状を打開するためには、国による政府

備蓄米の運用改善等や主食用米から非主食用米

等への切替えの実施、保管能力を増大させるた

めの支援、出荷販売時期に向けた流通対策の強

化・拡充などの根本的な対策が必要です。 

 このようなことから、コロナ禍による予期せ

ぬ需要減に対応するため、米の需給改善及び流

通対策の強化・拡充を求める意見書を提出する

ものであります。 

 なお、意見書の案文につきましては、議員各

位のお手元に配付しておりますので、よろしく

御賛同賜りますようお願い申し上げ、提案理由

といたします。 

○長澤長右衛門議長 これより質疑に入ります。 

 質疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議会案第５号米の需給改善及び流通対策の強

化・拡充を求める意見書の提出については、原

案のとおり可決することに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議会案第５号は原案のとおり可決す

ることに決しました。 
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 日程第２２ 議会案第６号 新型コ 

       ロナ禍による米の需給 

       改善と米価下落の対策 

       を求める意見書の提出 

       について 

       （追加議案） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第２２、議会案第６

号新型コロナ禍による米の需給改善と米価下落

の対策を求める意見書の提出についてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。産業厚生常任委

員長佐藤光義議員。 

〔佐藤光義産業厚生常任委員長 登壇〕 

○佐藤光義産業厚生常任委員長 議会案第６号

新型コロナ禍による米の需給改善と米価下落の

対策を求める意見書の提出について、提案理由

の説明を申し上げます。 

 新型コロナウイルスの感染拡大による需要減

少は２０１９年産米の過大な流通在庫を生み、

２０２０年産米の市場価格は大暴落しました。 

 このままでは、感染拡大によるさらなる需要

減少も続くことが予想され、２０２１年産米の

昨年以上の米価下落が危惧されており、多くの

米農家が米づくりから撤退することにつながり

かねません。 

 農業が基幹産業である本市において、農業者

の経営と地域経済を守るためには、従来の政策

的枠組みにとらわれない対策が求められます。 

 このようなことから、コロナ禍の需要減少に

よる過剰在庫を政府が緊急に買い入れるなどの

新型コロナ禍による米の需給改善と米価下落の

対策を求める意見書を提出するものであります。 

 なお、意見書の案文につきましては、議員各

位のお手元に配付しておりますので、よろしく

御賛同賜りますようお願い申し上げ、提案理由

といたします。 

○長澤長右衛門議長 これより質疑に入ります。 

 質疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議会案第６号新型コロナ禍による米の需給改

善と米価下落の対策を求める意見書の提出につ

いては、原案のとおり可決することに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議会案第６号は原案のとおり可決す

ることに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第２３ 議会案第７号 沖縄戦 

       戦没者の遺骨等が含ま 

       れた土砂を埋め立てに 

       使用しないよう求める 

       意見書の提出について 

       （追加議案） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第２３、議会案第７



－９８－ 

号沖縄戦戦没者の遺骨等が含まれた土砂を埋め

立てに使用しないよう求める意見書の提出につ

いてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。産業厚生常任委

員長佐藤光義議員。 

〔佐藤光義産業厚生常任委員長 登壇〕 

○佐藤光義産業厚生常任委員長 議会案第７号

沖縄戦戦没者の遺骨等が含まれた土砂を埋め立

てに使用しないよう求める意見書の提出につい

て、提案理由の説明を申し上げます。 

 沖縄戦では地上戦が行われ、一般住民を含む

２０万人以上の尊い命が失われ、沖縄の土とな

っています。 

 沖縄戦の激戦地であった糸満市摩文仁を中心

に広がる南部地域は、沖縄戦跡国定公園に指定

され、今でも戦没者の遺骨収集が行われており、

また、２０１６年に施行された戦没者遺骨収集

推進法は、２０２４年までを遺骨収集の集中実

施期間と位置づけております。 

 それにもかかわらず、戦争の犠牲となった

人々の遺骨の眠る土砂を埋立てに使うことは人

道上許されることではありません。本来であれ

ば、戦没者の遺骨は遺族の元に還されるべきで

あり、沖縄南部で犠牲となった将兵等の中には

山形県出身もおります。 

 このようなことから、戦没者の遺骨の尊厳を

守るため、沖縄戦戦没者の遺骨等が含まれた土

砂を埋め立てに使用しないよう求める意見書を

提出するものであります。 

 なお、意見書の案文につきましては、議員各

位のお手元に配付しておりますので、よろしく

御賛同賜りますようお願い申し上げ、提案理由

といたします。 

○長澤長右衛門議長 これより質疑に入ります。 

 質疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議会案第７号沖縄戦戦没者の遺骨等が含まれ

た土砂を埋め立てに使用しないよう求める意見

書の提出については、原案のとおり可決するこ

とに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議会案第７号は原案のとおり可決す

ることに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第２４ 議会案第８号 コロナ 

       禍による厳しい財政状 

       況に対処し地方税財源 

       の充実を求める意見書 

       の提出について 

       （追加議案） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第２４、議会案第８

号コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方

税財源の充実を求める意見書の提出についてを

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。１２番枝松直樹

議員。 

〔１２番 枝松直樹議員 登壇〕 

○１２番 枝松直樹議員 議会案第８号コロナ

禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の

充実を求める意見書の提出について、提案理由

の説明を申し上げます。 



－９９－ 

 新型コロナウイルス感染症の蔓延により、令

和４年度においても、引き続き巨額の財源不足

が避けられない厳しい状況に直面しております。 

 地方公共団体は、コロナ禍への対応はもとよ

り、地域の防災・減災、雇用の確保、地球温暖

化対策など、喫緊の課題への対応に加え、社会

保障関係経費や公共施設の老朽化対策費など、

将来に向け増嵩する財政需要に見合う財源の確

保を求められています。 

 そこで、政府、関係機関に対し、コロナ禍に

よる厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実

を求める意見書を提出するものであります。 

 なお、意見書の案文につきましては、議員各

位のお手元に配付しておりますので、よろしく

御賛同賜りますようお願い申し上げ、提案理由

といたします。 

○長澤長右衛門議長 １０番中川とみ子議員。 

○１０番 中川とみ子議員 この際、動議を提

出いたします。 

 ただいま議題となっております議会案第８号

議案につきましては、会議規則第３７条第３項

の規定により委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま１０番中川とみ

子議員から、委員会の付託を省略されたいとの

動議が提出され、所定の賛成者がありますので、

動議は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議会案第８号議案については、委員

会の付託を省略されたいとの動議は可決されま

した。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議会案第８号コロナ禍による厳しい財政状況

に対処し地方税財源の充実を求める意見書の提

出については、原案のとおり可決することに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議会案第８号は原案のとおり可決す

ることに決しました。 

 最後にお諮りいたします。 

 今期定例会において議決されました議案の中

で、条項、字句、数字、その他整理を要するも

のにつきましては、その整理を議長に委任願い

たいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、条項、字句、数字、その他整理を要

するものにつきましては、議長に委任すること

に決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

閉  会 

 

○長澤長右衛門議長 以上で今期定例会の日程

の全部を終了いたしました。 



－１００－ 

 これをもって第５１６回定例会を閉会いたし

ます。 

    午前１０時４５分 閉 会 
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